
絆に
あふ
れた地域

へ

いくつになっても、
地域にはあなたの出番が待っている。

今、外に踏み出す。

私たちの手で、毎日を楽しく、
安心して暮らせる地域を創ろう！
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受
け
る
福
祉
か
ら
、
創
り
出
す
福
祉
へ
！

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
支
え
る
“
お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
”

ご 近 所
一人暮らしの梅さんは、最近
足腰の調子が悪く、自分で病
院や買い物に行くことが難し
くなっていた。

それを知ったご近所の住民
は、なにか梅さんの力にな
れないかと思い、助け合い
の仕組みを創ることにした。

地域での助け合いをひろめ、その取り
組みを応援する役割を果たすために配
置されるのが「生活支援コーディネー
ター」です。地域に今あるものを利用・
改良したり、埋もれているものを発掘
したり、ないものは創り出したりする
ことで地域を応援します。

　

あ
な
た
が
「
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」

と
願
う
と
き
、“
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
っ
た
ら
便
利
だ
な
”
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

生活支援コーディネーターがお手伝い

　

介
護
保
険
制
度
等
が
変
わ
り
、
み
な

さ
ん
の
知
識
や
経
験
が
地
域
で
求
め
ら

れ
る
今
、
あ
な
た
が
地
域
づ
く
り
に
参

加
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ま
ず
は
、
ご

近
所
助
け
合
い
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
“
与

え
ら
れ
る
も
の
”“
受
け
る
も
の
”
と

考
え
が
ち
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
狭
間

に
あ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
助
け
合
い

を
“
創
り
出
す
”
こ
と
も
必
要
で
す
。

お
互
い
さ
ま
の
精
神
で
助
け
合
い
を
考

え
る
こ
と
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
主

役
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む 

絶
好
の
機
会
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
助
け
を
必
要
と
す
る
方
へ

ご
近
所
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に

広
い
範
囲
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
日
常

生
活
の
課
題
に
即
し
た
効
果
的
な
取
り

組
み
の
広
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ご
近
所
の
課
題
を
把
握
し
、
み
ん
な

が
参
加
し
て
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
あ

な
た
の
出
番
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

「
移
動
」
を
例
に
、
４
層
か
ら
１
層
の
流
れ
を
見
て
み
よ
う

解 説

ご
近
所
か
ら
町
全
体
へ

助
け
合
い
を
発
信

第４
層
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岡 垣 町
ご近所から始
まった助け合
いの経過を町
にも報告。

小学校区

福祉施設

住民同士

自 治 区
自治区長や民生委員に相談
すると、同じように困って
いる人が他にもいた。

町全体に
取り組みを
発信しよう！

今、校区では
こんな取り組み
をしています。

校区での
取り組みを
検討しよう！

困っていないか
自治区にも
聞いてみよう。

助かる
人が増えた！

校区に取り組みが広がった。

助け合い
の輪がひろがる！

助け
合い

がサ
ービスになった！

モデル自治区募集
■�社会福祉協議会等の職員が、情報提
供や仕組みづくりをお手伝いし、年間
１万円の補助を行います。
■モデル自治区講座は７月スタートです。
　希望する自治区は社会福祉協議会へ

今年度は９自治区がモデル事業に参加！

①
モ
デ
ル
自
治
区
講
座
受
講

②
井
戸
端
会
議

③
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成

④�

ゴ
ミ
出
し
等
生
活
支
援
活
動

の
会
則
作
成

⑤�

自
治
区
長
、
民
生
委
員
等
と

の
情
報
の
共
有

⑥
自
治
区
で
の
活
動
を
公
表

⑦�

生
活
支
援
活
動
を
全
自
治
区

へ
広
め
て
い
く

第３
層

第２
層

第１
層

ご近所で始めてみよう！
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ず
っ
と
安
心
プ
ラ
ン

―
元
気
な
今
、
も
し
も
に
備
え
て
準
備
す
る
―

生
き
が
い
を
見
つ
け
た
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
。

買
い
物
に
困
っ
て
い
る
。

通
院
も
大
変
に
な
っ
て
き
た
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
。

ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
ら
。

急
に
倒
れ
た
ら
ど
う
す
る
。

子
ど
も
に
迷
惑
だ
け
は

か
け
た
く
な
い
。

遺
言
を
残
さ
な
き
ゃ
。

葬
儀
や
お
墓
は
ど
う
し
よ
う
。

現在に関する悩み将来に対する不安

社会福祉協議会へ
死後事務委任契約に基づく

ずっと安心プラン
・預託金によるサービス

・葬儀　・必要経費支払い
・残存家財処分　など

・見守りサービス
・かぎ預かりサービス
・入退院時支援サービス
・書類等預かりサービス
・安心コールセンター

・24 時間 365 日契約者専用

社協各種事業
・お互いさま命の
　ネットワーク活動

・ご近所助け合いモデル事業

・ふれあいサロン活動

・総合福祉相談窓口

・訪問介護事業

・居宅介護支援事業
など

社会福祉士やケアマネジャー、ホームヘルパーなど社会福祉協議会職員
に加え、専門事項は弁護士や司法書士、税理士などへおつなぎします。

ずっと安心プラン事業を通じて、
一人ひとりの不安に
最期まで寄り添い、
家族や地域との “絆” を大切に
今をよりよく生きる活動を
応援します。

やりたいこと、困っていること、もしもの時のこと

社会福祉協議会に何でもご相談ください！　　283-2940
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岡
垣
町
で
は
、
４
月
か
ら
一
新

さ
れ
た
地
域
支
援
事
業
が
始
ま
り

ま
す
。
高
齢
者
等
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
案
さ
れ
、
地
域
の

困
り
ご
と
を
支
援
す
る
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど

の
取
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
事
作
り
や
掃
除
な
ど
は

今
ま
で
ど
お
り
ヘ
ル
パ
ー

の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
？

そ
う
み
た
い
だ
け
ど
、
現

行
の
ヘ
ル
パ
ー
活
動
と
比

べ
て
ど
こ
か
違
う
の
か
な
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
今
ま
で

ど
お
り
じ
ゃ
。
今
ま
で
よ

いこいの里ホームヘル
パ

ー

ス
テ

ー

シ
ョ
ン

☎281-2011

り
少
し
時
間
は
短
く
な
る
が
、
そ
の
分
、

料
金
が
安
く
な
り
使
い
や
す
く
な
る
ぞ
。

そ
う
な
ん
だ
。
じ
ゃ
あ
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ど

う
関
係
し
て
い
る
の
？

安
心
し
て
地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
は
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
き

た
地
域
の
取
り
組
み
や
支
え
あ
い
を
活

用
す
る
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
。
こ
れ
か
ら

は
、
そ
の
取

り
組
み
を
助

け
た
り
、
地

域
で
う
ま
く

機
能
す
る
よ

う
に
調
整
し

て
い
く
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
重
要
に
な
る
ぞ
。

ご
近
所
の
助
け
合
い
が
は
じ
ま

り
と
な
っ
て
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
な
ん
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ね
。

う
ん
。
地
域
の
困
り
ご
と
と
助

け
あ
い
活
動
を
つ
な
ぐ
。
社
協

の
役
割
と
似

て
い
る
よ
ね
。

社
協

の
職

員
は
、
サ
ロ

ン
活
動
や
地

域
で
の
取
り

組
み
に
関
す

る
事
例
を
い
く
つ
も
知
っ
て
お
る
。
そ

の
知
識
や
経
験
が
、
制
度
で
は
解
決
で

き
な
い
困
り
ご
と
な
ど
に
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
は
ず
じ
ゃ
。

最
近
地
域
で
外
出
で
き
な
く
な
っ

た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
ん
だ
。

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
送
迎

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
け
ど
、
外
出
が
難
し

い
方
の
た
め
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

社
協
が
取
り
組
む

地
域
づ
く
り

お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

輝
き
続
け
る
あ
な
た
を
応
援
�

太郎くん　  花子さん
【社会福祉協議会 職員】

カイゴ博士

や
す
く
な
る
よ
う
に
考
え
な
き
ゃ
。

そ
の
と
お
り
。
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
を
創
る
こ

と
こ
そ
、
社
協
の
役
割
と
い
え
よ
う
。

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
交
流
す
る
場

の
提
供
、
家
事
や
電
球
交
換
、
日
曜
大

工
な
ど
多
岐
に
渡
る
ぞ
。
そ
の
仕
組
み

を
創
る
に
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
理

解
と
協
力
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
岡
垣
町
に

し
た
い
か
ら
、
み
ん
な
で
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
ね
。

ま
さ
に
住
民
の
み
な
さ
ん
の
出

番
じ
ゃ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
電
球

交
換
な
ど
住
民
主
体
の
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
増
え
れ
ば
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

第
一
歩
と
な
る
ぞ
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ�

ネ
ー
タ
ー
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
絆
に

あ
ふ
れ
た
地
域
の
姿
に
期
待
す
る
ぞ
！
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　

４
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

22
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
目
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　

４
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
20
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　

４
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

26
日
（
火
）

　
　
　
　

５
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
、
休
館
日
（
第
１
日
曜
日
と

毎
週
月
曜
日
）
を
除
き
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
黒
木　

明
枝　

様
（
緑
ヶ
丘
）

　

故　

黒
木　

義
晴　

様�
82
歳

○
宮
本　

栄
之　

様
（
波
津
）

　

故　

宮
本　

榮
一　

様�

88
歳

○
白
橋
惠
美
子　

様
（
糠
塚
）

　

故　

白
橋　

雅
夫　

様�

85
歳

○
小
金
丸
繁
春　

様
（
東
高
陽
）

　

故　

小
金
丸
ト
シ
コ　

様�

87
歳

相
　
　
談 問い合わせ

社会福祉協議会
☎283-2940

香
典
返
し
寄
附

○
河
村
ハ
マ
子　

様
（
東
山
田
）

　

故　

河
村　

兼
試　

様�

89
歳

○
河
村　

明
美　

様
（
東
山
田
）

　

故　

河
村　

節
男　

様�

64
歳

○
立
和
田
郁
子　

様
（
西
高
陽
）

　

故　

立
和
田
勝
美　

様�

94
歳

○
村
瀬
美
代
子　

様
（
海
老
津
）

　

故　

村
瀬　

信
雄　

様�

86
歳

一
般
寄
附

○
遠
賀
・
中
間
地
区
農
業
祭

実
行
委
員
会　

様

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
村
瀬
美
代
子　

様

○
堀
内　

賢
藏　

様

【利用できる福祉機器】
　・車いす　　　　　　　・歩行器
　・電動ベッド　　　　　・浴槽手すり
　・シャワーチェアー
　・ポータブルトイレ　　　　　　など

【問い合わせ】
社会福祉協議会

毎日を楽しく、快適に

福祉機器貸与事業

ここちよい季節に
なりました。
車いすに乗って
お花見に
行きませんか？
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やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより

１４２　号

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

囲碁・将棋の会

あみものの会

やまびこの会 岡垣手話の会

ひまわりの会

ふれあいの会

岡垣調理ボランティアの会

ファイヤーマンズクラブレクダンス同好会

るん
るん
♪

手から手へ

そう
きた
か…

お弁当
待っててね！

びしっ

こ
れ
こ
れ
！

キ
リ
ッ
！

総勢約３５０名
１０団体

あなたに合った活動が
きっと見つかります！
さぁ、いっしょに…　

岡縣（おかあがた）の会

囲碁・将棋
を通して、
地域の子ど
もたちや高
齢者との交
流を図って
います。
会員３８人

町内福祉施設
入所者の外出
付き添い、介
助等をしてい
ます。

会員２３人

配食サービス
事業のお弁当
を、毎週火・
金曜日に利用
者へ届けてい
ます。

会員５３人

配食サービス事業のお弁
当を、毎週火・金曜日に
作っています。　

会員６９人

聴覚障がい者
との交流、行
事などの手話
通訳をしてい
ます。　

会員２３人

あみもの作品
を作り、福祉
施設や支援が
必要な高齢者
へ寄贈してい
ます。

会員１８人

花作りによる
環境美化、資
源の見直しや
回収等をして
います。

会員１９人

配食サービス事業のお弁
当に添える挿絵の作成を
しています。

会員２３人

レクダンスを
通して、各種
福祉施設等の
イベントに協
力し、交流を
図っています。

会員１２人

高齢者及び障がい者等を
対象に、軽スポーツの指
導、啓発をしています。

会員６９人す
ら
す
ら
～

こ
れ
？

平成27年8月
ボラ協加入

糸を
ほど
いて
…

手作り
で

美味し
いよ！
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時 分
9 04 05 34 35
10 18 54
11 08
12 04 05 23 26
13 43 59
14 28
15 04 19 32 34 56
16 17 38
17 02 04 26
18 18 19 29 44 47
19 17

時 分
9 04 32 36
10 20 52
11 05
12 07 10 26 33
13
14 06 16 35
15 00 31 32 39
16 12 17 43
17 02 18 54
18 10 28 39 46 53
19 48

改正前 改正後

囲碁Ａ級の部
優勝　渡部 慎一郎　　準優勝　黒島 幸市
３位　山﨑 龍夫

囲碁Ｂ級の部
優勝　中村 寛　　準優勝　平田 東三
３位　松井 光由・本野 隆一

囲碁Ｃ級の部
優勝　池内 誠　　準優勝　花﨑 佳男
３位　北川 洋二

将棋の部
優勝　廣渡 嘉之　　準優勝　和田 泰英　
３位　宇都宮 福夫・山崎 晃広［海老津小］

（敬称略）

 池内さん　 中村さん　　渡部さん　廣渡さん

編
集
後
記

　

３
月
は
、『
変
化
』
の
時
期
で
あ
り
、

出
会
い
と
別
れ
、
期
待
と
不
安
が
交
錯

し
、
い
た
ず
ら
に
時
が
過
ぎ
て
い
く
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
環
境
や
物
事
の
変
化
に
う

ま
く
対
応
す
る
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け

事
前
に
よ
い
準
備
が
で
き
る
か
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
で
の
助
け
合
い
、
ず
っ
と
安
心

プ
ラ
ン
も
、
内
容
や
目
的
は
違
え
ど
も

長
い
目
で
見
れ
ば
、
将
来
へ
の
「
備
え
」

と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

　

今
か
ら
準
備
を
整
え
、
穏
や
か
な
春

を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。�

（
田
之
上
）

　62 名の参加者が４つのパート
に分かれて熱戦を繰り広げました。
　小・中学生４名も大人に混ざっ
て健闘し、海老津小学校５年生の
山崎晃広君が将棋の部で見事３位
に入賞しました。

社協囲碁・将棋大会
２月14日（日）/いこいの里

小学生も大健闘！

優勝おめで
とう！

新し
い車
両が地

域を走り
ます！

おかがき
コミュニティバス

 時刻改正

公益財団法人
日本財団より寄贈ありがとう！

　公益財団法人日本財団は、ボートレース
の売上の一部を財源に、社会福祉の向上等
を目指し助成事業を行っています。今回助
成を受けた車両は、地域福祉の推進に有効
に活用し、大切に使わせていただきます。

注）６・７・８時台は省略しています。
　　赤の時刻は、土日祝日は運休となります。

－8－
この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
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